
本
部
分
団 

堀
川
芙
美 

①
ス
ノ
䤀
ボ
䤀
ド 

②
笑
う
門
に
は
福
来
る 

③
カ
ラ
䤀
ガ
䤀
ド
を
ま
た
や
り

た
い
と
思
䣬
た
た
め 

④
地
域
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
䣵

ア
活
動
を
行
䣬
て
い
る 

⑤
カ
ラ
䤀
ガ
䤀
ド
隊
と
し
て
䣍
見

て
下
さ
る
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
䣎 

式
部
さ
く
ら
分
団 

加
藤
由
華 

①
料
理
䣍
掃
除
䥹
家
事
䥺 

②
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く 

③
前
回
働
い
て
い
た
職
場
に
て

勧
誘
を
受
け
た
た
め 

④
出
初
式
の
行
進
䣍
一
斉
放
水

が
か
䣬
こ
い
い
！ 

⑤
䣓
学
ぶ
䣔
こ
と
と
䣓
成
長
䣔

す
る
こ
と
で
す
䣎
人
の
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
䣎 

大
虫
分
団 

荒
木
宏
仁 

①
ス
ポ
䤀
ツ
観
戦 

②
一
致
団
結 

③
新
た
な
知
識
を
学
び
地
域
に

貢
献 

④
チ
䤀
ム
ワ
䤀
ク
の
あ
る
団
体 

⑤
消
防
団
で
学
ん
だ
知
識
を
的

確
に
熟
す
䣎 

白
山
分
団 

吉
田
弘
紀 

①
登
山 

②
急
が
ば
回
れ 

③
知
識
と
経
験
を
積
む
た
め 

④
災
害
時
は
と
に
か
く
大
変
そ
う 

⑤
少
し
で
も
地
域
に
役
立
て
る
よ

う
䣍
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

式
部
さ
く
ら
分
団 

杉
本
恵
莉
子 

①
キ
䣹
ク
ボ
ク
シ
ン
グ 

②
今
を
生
き
る 

③
分
団
長
の
熱
意
を
受
け
䣍
共

に
活
動
し
た
い
と
思
䣬
た
た
め 

④
街
の
安
全
の
た
め
䣍
幅
広
く

活
動
す
る
市
民
の
ヒ
䤀
ロ
䤀 

⑤
消
防
団
で
防
災
・
救
助
の
知

識
と
技
術
を
学
び
䣍
自
己
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
䣎 

式
部
さ
く
ら
分
団 

笹
川
友
里 

①
音
楽
を
聴
く
こ
と 

②
思
い
立
䣬
た
が
吉
日 

③
自
分
の
経
験
値
を
高
め
る
た
め

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
か
䣬
た 

④
地
元
に
役
立
つ
組
織 

⑤
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し

て
䣍
知
識
を
増
や
し
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
䣎 

白
山
分
団 

加
藤
隆
之
介 

①
競
馬 

②
足
る
を
知
る
者
は
富
む 

③
地
域
貢
献 

④
大
変
そ
う 

⑤
長
く
続
け
ら
れ
る
様
頑
張
り

ま
す
䣎 

王
子
保
分
団 

橋
本
龍
希 

①
ス
ポ
䤀
ツ
を
す
る
こ
と 

②
ど
ん
な
事
で
も
努
力
を
す
る 

③
消
防
に
は
興
味
が
あ
り
䣍
父

も
消
防
団
に
入
䣬
て
い
る
か
ら 

④
地
域
に
貢
献
し
て
い
る 

⑤
一
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け

地
域
の
役
に
立
ち
ま
す
䣎 

味
真
野
分
団 

垣
内
哲
郎 

①
飲
み
会 

②
夢
無
き
者
に
成
功
無
し 

③
味
真
野
地
区
の
安
心
と
安
全

に
貢
献
し
た
い
た
め 

④
飲
み
会
が
多
い 

⑤
歴
史
あ
る
味
真
野
の
景
色
䥹
財

産
䥺
を
火
災
か
ら
守
り
ま
す
䣎 

服
間
分
団 

児
玉 

勝 

①
ソ
バ
打
ち 

②
頼
ま
れ
た
こ
と
は
断
ら
な
い 

③
以
前
か
ら
興
味
が
あ
䣬
た 

④
市
民
の
安
全
を
守
る
ヒ
䤀
ロ

䤀
軍
団 

⑤
先
輩
方
の
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
䣍
楽
し
く
精
一
杯
活
動

を
頑
張
り
ま
す
䣎 

粟
田
部
分
団 

石
川
和
也 

①
子
供
と
ポ
ケ
モ
ンG

E
T 

②
孤
軍
奮
闘 

③
宇
野
分
団
長
か
ら
の
お
誘

い
䣎
地
域
に
貢
献
し
た
い
た
め 

④
消
防
士
の
補
助
的
役
割 

⑤
粟
田
部
に
生
ま
れ
育
䣬
て
き

た
こ
の
町
に
少
し
で
も
地
域
貢

献
し
た
い
で
す
䣎 

北
新
庄
分
団 

嵯
峨
雄
二 

①
ス
ニ
䤀
カ
䤀
収
集 

②
七
転
び
八
起
き 

③
地
域
の
人
達
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
入
団
し
ま
し
た 

④
市
民
の
生
活
の
安
全
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
る
存
在 

⑤
地
域
の
人
達
に
安
心
䣍
安
全

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
䣎 
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令和５年度 全国統一防火標語 「火を消して 不安を消して つなぐ未来」 
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七夕短冊号  歓迎 

令
和
５
年
４
月 

辞
令
交
付
を
受
け
た 

12
名
の
方
々
で
す 

 

 

第
72
回
福
井
県
消
防
操
法
大

会
に
䣍
越
前
市
消
防
団
北
日
野
分

団
が
14
年
ぶ
り
䥹
平
成
21
年
ポ

ン
プ
車
の
部
出
場
䥺
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
䣎
大
会
に
向

け
䣍
週
に
４
日
間
䣍
朝
の
４
時
30

分
か
ら
選
手
は
厳
し
い
早
朝
訓

練
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎 

署
員
の
方
の
指
導
の
も
と
䣍
選

手
は
前
回
の
３
位
以
上
の
成
績

を
目
指
し
一
生
懸
命
に
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
䣎
真
剣
に
訓
練
を

行
い
な
が
ら
䣍
休
憩
に
は
笑
顔
で

会
話
を
し
䣍
選
手
と
サ
ポ
䤀
ト
す

る
団
員
が
一
丸
と
な
り
䣍
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
結
束
の
強
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
䣎
ど
ん
な
時
で
も

笑
顔
で
仲
間
と
助
け
合
い
䣍
乗
り

越
前
市
消
防
団
で
は
䣍
６
月
12
日
䥹
月
䥺
䣍
南
越
消
防
組
合
消
防
本

部
４
階
消
防
防
災
ホ
䤀
ル
に
お
い
て
䣍
７
月
22
日
䥹
土
䥺
に
開
催
さ
れ

る
第
72
回
福
井
県
消
防
操
法
大
会
の
ポ
ン
プ
車
の
部
に
䣍
同
組
合
代

表
と
し
て
出
場
す
る
北
日
野
分
団
と
䣍
10
月
21
日
䥹
土
䥺
に
開
催
さ

れ
る
第
25
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
式
部
さ
く
ら
分
団
の
結
団
式
が
䣍
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

７
月
22
日
协
土
卐 

第
72
回
福
井
県
消
防
操
法
大
会 

 

北
日
野
分
団
出
場 

８
月
15
日
协
火
卐 

越
前
市
花
火
大
会
に
伴
う 

警
備
警
戒
出
動 

東
䣍
南
䣍
国
高
䣍
北
日
野
分
団 

９
月
３
日
协
日
卐 

特
別
教
育 

䥹
原
子
力
防
災
講
座 

予
定
䥺 

越
前
市
消
防
団
全
団
員
対
象 

10
月
21
日
协
土
卐 

第
25
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会 

  

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園 

式
部
さ
く
ら
分
団
出
場 

 

出
場
す
る
選
手
䣍
指
導
員
の

紹
介
に
続
き
䣍
選
手
代
表
の
力

強
い
決
意
表
明
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
と
䣍
髙
橋
消
防
団
長
か

ら
䣓
訓
練
を
通
し
て
分
団
内
の

結
束
を
図
り
䣍
ケ
ガ
に
は
十
分

注
意
し
て
頑
張
䣬
て
下
さ
い
䣔 

 
 
 
 
 

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
䣎 

前
回
以
上
の
成
績
を 

切
䣬
て
い
け
る
事
が
北
日
野
分

団
の
強
さ
だ
と
思
い
ま
す
䣎 

こ
の
大
会
を
通
し
䣍
北
日
野
分

団
が
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

で
䣍
分
団
の
さ
ら
な
る
結
束
に
期

待
し
䣍
優
勝
を
目
指
し
て
全
て
を

出
し
切
り
䣍
最
後
は
笑
䣬
て
大
会

を
終
え
ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

 

北
日
野
分
団
広
報 

山
口 

 
 

そ
の
後
䣍
全
分
団
か
ら
贈
ら
れ

た
必
勝
応
援
幕
が
活
性
化
推
進
委

員
会
強
化
部
の
石
川
副
委
員
長
よ

り
両
分
団
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
䣎 

式
部
さ
く
ら
分
団
の
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
は
劣

４
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す 

①
趣
味 

②
座
右
の
銘 

③
入
団
し
た
理
由 

④
消
防
団
に
対
す
る
イ
メ
䤀
ジ 

⑤
今
後
の
抱
負 

２
分
団
の
結
団
式
開
催 

劭
写
真
劮
上
卓
結
団
式
で
整
列
す

る
選
手 

下
卓
贈
ら
れ
た
必
勝
応

援
幕
と
北
日
野
分
団
選
手 
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令和５年度 全国統一防火標語 「火を消して 不安を消して つなぐ未来」 

令
和
２
年
の
年
明
け
早
々
に
䣍
国
内
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
䣍
早
３
年
が
経
ち
䣍
コ
ロ

ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
䣍
５
月
８
日

か
ら
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
上
の
位
置

づ
け
が
䣍
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
ま
し

た
䣎
こ
れ
に
よ
り
䣍
以
前
と
変
わ
ら
ず
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
通
常
通
り
開
催
さ
れ
䣍
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戻
䣬

て
く
る
で
し
䣯
う
䣎 

 

消防団に興味のある方は、地元の消防団員に、または消防署までご連絡ください。 

中消防署 越前市千福町 126 ℡21-8899  東消防署 越前市西樫尾町 18-7-2 ℡43-0119 

令
和
５
年 

春
の
褒
章 

令
和
５
年
４
月
29
日
付

䣗
藍
綬
褒
章
䣘 

団
長 

 
 
  
 
 
 
  

髙
橋
則
夫 

第
75
回 

日
本
消
防
協
会 

定
例
表
彰

令
和
５
年
３
月
３
日
付

䣗
精
績
章
䣘 

副
団
長 

 
  
 
 
 
 
  

三
好
勇
治 

䣗
勤
続
章
䣘 

団
長 

 
 

 
 
 

髙
橋
則
夫 

西
分
団 

 

団
員 

蔭
山
英
一 

神
山
分
団 

分
団
長 

前
田
利
浩 

国
高
分
団  

団
員  

田
邉
雅
博 

国
高
分
団  

団
員  

田
邊 

守 

国
高
分
団  

団
員  

森 

昌
洋 

大
虫
分
団  

団
員  

田
中
康
雄 

坂
口
分
団  

班
長  

宮
川
清
治 

坂
口
分
団  

班
長  

的
場
秀
靖 

坂
口
分
団  

団
員  

宮
川
信
一 

北
日
野
分
団 

副
分
団
長 

長
谷
川
幸 

 

䣑
消
防
団
事
務
局
関
係
異
動
䣒 

       

令
和
５
年
４
月
１
日
付

中
消
防
署
長 

 
 
 

後 

琢
巳 

表
彰
さ
れ
た
個
人
・
分
団
を 

紹
介
し
ま
す
䣎  (

敬
称
略
䥺  

そ
の
先
駆
け
と
し
て
䣍
３
月
に
ワ
䤀
ル
ド
・
ベ
䤀

ス
ボ
䤀
ル
・
ク
ラ
シ
䣹
ク(

Ｗ
Ｂ
Ｃ)

が
日
本
・
台

湾
・
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
䣍
日
本
が
見
事

世
界
一
と
な
り
䣍
日
本
中
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
䣎
し
か
し
䣍
残
念
な
が
ら
䣍
自
然
災
害
の
方
は
䣍

６
月
初
め
に
台
風
２
号
が
も
た
ら
し
た
線
状
降
水

帯
が
連
続
６
県
に
ま
た
が
り
䣍
最
大
級
か
つ
記
録

的
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
䣎 

災
害
は
䣍
近
年
で
は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
が
䣍
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
に
も
䣍
日
頃
の
地
域
住
民
の
個
々
の
備
え
䣍

そ
し
て
地
域
住
民
を
助
け
る
原
動
力
と
な
り
う
る

た
め
䣍
我
々
消
防
団
の
日
々
の
活
動
か
つ
訓
練
が

大
事
だ
と
考
え
ま
す
䣎 

我
々
の
心
と
体
を
鼓
舞
す
る
福
井
県
消
防
操
法

大
会
が
７
月
に
開
催
さ
れ
䣍
越
前
市
消
防
団
か
ら

は
北
日
野
分
団
が
出
場
し
ま
す
䣎
ま
た
10
月
に
は

全
国
大
会
に
式
部
さ
く
ら
分
団
が
出
場
し
ま
す
䣎

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
頑
張
䣬
て
く
だ

さ
い
䣎 

 
   

 

広
報
部
部
長 

岡
本
分
団 

岩
野

東
消
防
署
長 

 
 
 

細
川
泰
信 

中
消
防
署
副
署
長 

長
谷
川
洋
一 

東
消
防
署
副
署
長 

稲
葉
浩
一 

中
消
防
署
消
防
第
１
課
長 

山
本
昌
宏 

䣑
消
防
団
の
異
動
䣒 

䣗
退
団
䣘䥹
管
理
者
表
彰
該
当
者 

勤
続
年
数
20
年
以
上
䥺

令
和
５
年
３
月
31
日
付 

大
虫
分
団  

団
員  

山
口
竹
寛 

王
子
保
分
団 

分
団
長 

広
部
弘
幸 

北
日
野
分
団 

団
員 

黒
澤
利
昭 

白
山
分
団 

分
団
長 

嶋
田
亮
一 

白
山
分
団  

団
員  

辻 

寿
幸 

白
山
分
団  

団
員  

堀
江 

亘 

南
中
山
分
団 

分
団
長 

金
子
昌
一
郎 

服
間
分
団  

団
員  

武
安
英
夫 

䣗
階
級
変
更
䣘䥹
幹
部
䥺 

令
和
５
年
４
月
１
日
付 

神
山
分
団 

分
団
長 

佐
々
木
信
彦 

神
山
分
団 

副
分
団
長 

上
坂
達
朗 

王
子
保
分
団 

分
団
長 

 

青
木 

充 

王
子
保
分
団 

副
分
団
長 

 

永
谷
茂
生 

北
新
庄
分
団 

分
団
長 

清
水
公
一 

北
新
庄
分
団 

副
分
団
長 

 

竹
内
幹
夫 

白
山
分
団 

分
団
長 

中
井
幸
治 

白
山
分
団 

副
分
団
長 

寺
尾
直
樹 

粟
田
部
分
団 

分
団
長 

宇
野
喜
一 

粟
田
部
分
団 

副
分
団
長 

林 

雅
敏 

南
中
山
分
団 

分
団
長 

小
林
勇
人 

南
中
山
分
団 

副
分
団
長 

白
崎
幹
治 
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